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「デカバンまつりJ(lo月 1日 )

(野ケ谷東自治会 )

東町の野ケ谷東自治会ができて50周年と

いう節目を迎え、地i或の公園、通称「デカパ

ン公園」で自治会主催のおまつリイベントが

開催されました。ゲームやバン食い競争、食
べ物の模擬店など楽しいものがた<さん。子

どもと大人が一緒に遊べるイベントは準備が

普遊びコーナー

はベーゴマや紙

芝居など、多世

代nit楽しめる

和やかな場

今年は子どもたちの手作りの旗がお祭りを

にぎやかに彩り、なつかしいチンドン屋まで

登場しました。焼きそば、シュウマイ、とん

汁、チ∃コバすすのおいしい食べ物やゲーム

に工作、小さい子のための広場もあり、大勢
の大人と子どものスタッフが協力して、まつ

りを支え、400人以上が集いました。

大変でも楽しいですね。

気的な どのグLム

もあったよ /

*北ノ台小学校避難所運営マニュアル完成 !*
この地域の避難所となる北ノ台小学校の避難所運営

マニュアルが完成し、防災訓練や自治会などで目にし

方もいるかと目います。まだ見ていない方、詳し<読
みたい方は、調布市の HPでご覧になることができま

す。ダイジェス ト版の配布を現在検討しています。

「地域交流わかば祭りJ(10月 29日 )

(わかば第一作業所)

わかば第一作業所 (北町 4丁目)が地域交
流のイベントとして行つているわかば祭り。山

野自治会も協力し、ゲームや歌など作業所の人
たちと―緒に楽しみました。前の広場でにぎや
かにやっています。地1或の人が誰でも参加でき

会長の挨拶

自治会の方皮

ますので、次回は

来てみてね。

編集後記

秋はイベントが盛りだ<さん |

運営委員として広報として、大忙し

ですが、地1或の楽しい行事と地元の

秋のおいしい食べ物に毎回おなかい

つぱいの元気をもらって頑張つてい

ます。     (ス タッフー同)
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詞練の受付は

災害時の避難
所のように地
区ごとに受付
をします。

今年の内容は、身近なことや必

要なことを取り入れて企画しま
した。3後も色々と者えます。

4月 に学校防
災訓1練で点検
し、中身が入
り□でわかる
ようになって
います。
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災害時だけで

無<、 消火器

もしものため
に実際に体験
してお<こと
がとても大切

の使い方を知
っていれば、
被害は最小限。

です。

毛布を使った

担架の作り方
と運び方を教
わり、子ども
も体験しまし

ia

消防服を来て
の記念撮影
やミニ救急
車、ピーポー

君のお面など。

北ノ台小の会場には、200人を超

える参加がありました。でも地

域住民の数%、 もっと参加を !

避難所で配ら

れるアルファ

米とはどんな

ものか。作り

方も説明。
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倉庫には停電
時のために発
電機があり、
今回は使い方
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:子どもたちにも、楽しく防災に

1親しんでもらえるといいな。

を副練しまし
た。
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地域で活躍し

ている消防団、
45分団のポン
プ車が新し<

避難所は実際
に避難してき
た人たちが協
力して作りま
す。

11月 26日 (土 )・ 27日 (日 )の 2日間

深大寺地域福祉センターで活動をしている団体が

地域の交流を深めるため、発表や展示を行いました。

ないで落ち着
いて行動でき
るようにして
おこう。

品轟   1

作り方を多<
の方に矢□って

もらうため、
家に持ち帰り、
各自で体験。

歌や演奏、踊りなど

為になる地域情報等

いろいろあり、最後

はお楽しみの<じヨ|

きもありました。

4階の大集会室では

地域センターを利用し

ているサークルや地域

の団体による発表会。

防災用品のランキングとすぐ|

購入できる紙も準備しきした。
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消防署等の協
力により、正し
い防災知識を
得ることがで
きます。

←健康チェックのコーナー

(体力沢」定・健康相談 )

お茶席体験のコーナー→

展示のコーナーは、

季節の絵手紙をはじめ

工芸品から手芸品、

絵画も水彩、油彩など

様々です。

北ノ台小学校
避難所運営マ
ニュアルをし
つかり読んで

みよう。

・
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紙面では全てを紹介

しされませんので、

沢回は地域センターに行つて生で観て <ださいね。


